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課題小委(H28.6.20)

資 料 ３

近年の提言等におけるコミュニケーションに関する言及について

平成８年，平成２０年 学習指導要領（文部科学省）「生きる力」

知・徳・体のバランスのとれた力

○確かな学力

， ， ， ， ， ，基礎・基本を確実に身に付け 自ら課題を見付け 自ら学び 自ら考え 主体的に判断し 行動し

よりよく問題を解決する資質や能力。

○豊かな人間性

自らを律しつつ，他人とともに協調し，他人を思いやる心や感動する心など。

○健康・体力

たくましく生きるための健康や体力。

平成１４年 国立教育政策研究所生徒指導研究センタ「職業的（進路）発達にかかわる諸能力」
ー（文部科学省 「児童生徒の職業観・勤労観を育む教育の推進について」）

職業的（進路）発達にかかわる諸能力（４領域８能力）

領域 領域説明 能力説明

他者の個性を尊重し 【自他の理解能力】自己理解を深め，他者の多様な個性，

自己の個性を発揮しな を理解し，互いに認め合うことを大切にして行動してい

人間関係形成能力 がら，様々な人々とコ く能力

ミュニケーションを図 【コミュニケーション能力】多様な集団・組織で，コミ

り，協力・共同しても ュニケーションや豊かな人間関係を築きながら，自己の

のごとに取り組む。 成長を果たしていく能力

学ぶこと・働くことの 【情報収集・探索能力】進路や職業等に関する様々な情

意義や役割及びその多 報を収集・探索するとともに，必要な情報を選択・活用

情報活用能力 様性を理解し，幅広く し，自己の進路や生き方を考えていく能力

情報を活用して，自己 【職業理解能力】様々な体験等を通して，括弧うで学ぶ

の進路や生き方の選択 ことと社会・職業生活との関連や，今しなければならな
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に活かす。 いことなどを理解していく能力
い

夢や希望を持って将 【役割把握・認識能力】生活・仕事上の多様な役割や意

来の生き方や生活を考 義及びその関連等を理解し，自己の果たすべき役割等に

将来設計能力 え，社会の現実を踏ま ついての認識を深めて行く能力

えながら，前向きに自 【計画実行能力】目標とすべき将来の行き方や進路を考

己の将来を設計する。 え，それを実現するための進路計画を立て，実際の選択

行動等で実行していく能力

自らの意志と責任で 【選択能力】様々な選択肢について比較検討したり，葛

よりよい選択・決定を 藤を克服したりして，主体的に判断し，自らにふさわし

意思決定能力 行うとともに，その過 い選択・決定を行っていく能力

程での課題や葛藤に積 【課題解決能力】意思決定に伴う責任を受け入れ，選択

極的に取り組み克服す 結果に適応するとともに，希望する進路の実現に向け，

る 自ら課題を設定してその解決に取り組む能力

平成１５（２００３）年 ＯＥＣＤ「キー・コンピテンシーの定義と選択」「キー・コンピテンシー」

（単なる知識や技能だけではなく，技能や態度を含む様々日常生活のあらゆる場面で必要なコンピテンシー

を全てな心理的・社会的なリソースを活用して，特定の文脈の中で複雑な要求（課題）に対応することができる力 ）。

列挙するのではなく，コンピテンシーの中で，特に，人生の成功や社会の発展にとって有益，様々な文

脈の中で最も重要な要求（課題）に対応するために必要，特定の専門家ではなく全ての個人にとって重

要，といった性質を持つとして選択されたもの

キー・コンピテンシー 具体的な内容

○言語，シンボル，テクストを活用する能力

・様々な状況において，話したり書いたりする言語のスキルや数学的なスキル等を効果社会・文化的，技術的

的に活用する力。ツールを相互作用的に

・ コミュニケーション能力」又は「リテラシー」という用語は，このキー・コンピテン活用する能力 「

シーに関わる。

○知識や情報を活用する能力

・情報それ自体の本質について，例えば，その技術的なよりどころや社会的・文化的な

文脈などを考慮して，批判的に深く考えることができる力。

・他人の意見や選択肢の理解，自らの意見の形成，意思決定，確実な情報に基づいた責

任ある行動を可能とする基盤。

○テクノロジーを活用する能力

・個人が日々の生活においてテクノロジーが新しい方法で活用できることに気付くこと

が第一。

・テクノロジーには，遠隔地間の協働，情報へのアクセス，他人との双方向のやりとり

など新たな可能性。そのためには， の送信など単なるインターネットの活用スキルE-mail

以上の能力が必要。

○他人と円滑に人間関係を構築する能力

・個人が知人や同僚，顧客などと個人的な関係を作り出し，維持し，発展させる力。多様な集団における

・具体的には 「共感する力 「感情を効果的にコントロールする力 。人間関係形成能力 ， 」， 」

○協調する能力

・協調に当たっては，各個人が一定の能力を持っていることが必要。グループへの貢献

と個々人の価値とのバランスを図ることができる力が不可欠。また，リーダーシップを

共有し，他人を助けることができることも必須。

○利害の対立を御し，解決する能力
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・利害の対立に建設的にアプローチするには対立を否定するのではなく，それを御する

プロセスを認識すること。他者の利益や双方が一定の利益を得るための解決方法への深

い理解が必要。

○大局的に行動する能力

・自らの行動や決定を，自身が置かれている立場，自身の行動の影響等を理解したうえ自立的に行動する能力

で行える力。

○人生設計や個人の計画を作り実行する能力

・人生の意義を見失いがちな変化し続ける環境のなかで，自らの人生に一定のストーリ

ーを作るとともに意味や目的を与える力。

○権利，利害，責任，限界，ニーズを表明する能力

・成文のルールを知り，建設的な議論のうえ，調整したり対案を示したりする力。

・自分自身の権利などを表明するためのみの力ではなく，家庭，社会，職場，取引など

で適切な選択をすることができる。

平成１５年 人間力戦略研究会（内閣府） 「人間力戦略研究会報告書」「人間力」
社会を構成し運営するとともに，自立した一人の人間として力強く生きていくための総合的な力

（以下を総合的にバランス良く高めることが，人間力を高める ）。

構 成 要 素 内 容

「基礎学力（主に学校教育を通じて修得される基礎的な知的能力 「専）」，

門的な知識・ノウハウ」を持ち，自らそれを継続的に高めていく力。ま
知的能力的要素

た，それらの上に応用力として構築される「論理的思考力 「創造力」」，

など。

「コミュニケーションスキル 「リーダーシップ 「公共心 「規範」， 」， 」，

」 「 」 。
社会・対人関係力的要素

意識 や 他者を尊重し切磋琢磨しながらお互いを高め合う力 など

①，②を十分に発揮するための「意欲 「忍耐力」や「自分らしい生」，

き方や成功を追求する力」など。
自己制御的要素

上記の人間力を発揮する活動

① 職業人としての活動に関わる「職業生活面」

② 社会参加する市民としての活動に関わる「市民生活面」

③ 自らの知識・教養を高め，文化的活動に関わる「文化生活面」

平成１６年 中央職業能力開発協会 若年者就職基礎能力修得のための目安策定委員会 厚「 」就職基礎能力 （

生労働省）

実際に企業が若年者に求めている就職基礎能力及び修得の目安

， ， 。）（能力修得の目安の記述に際しては 基礎レベルとして高校卒業程度 応用レベルとして大学卒業程度のレベルを設定

能 力 要 素 内 容

自己主張と傾聴のバランスを取りながら効果的に意思疎通ができる。
コミュニケー

意思疎通

双方の主張の調整を図り，調和を保つことができる。
ション能力

協調性

状況にあった訴求力のあるプレゼンテーションを行うことができる。自己表現力

社会の一員として役割の自覚を持っている。責任感

， 。職業人意識 向上心・探求心 働くことへの関心や意欲を持ちながら進んで課題を見つけ レベルアップを目指すことができる

， 。職業意識・勤労観 職業や勤労に対する広範な見方・考え方を持ち 意欲や態度等で示すことができる

職務遂行に必要な文書知識を持っている。読み書き
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職務遂行に必要な数学的な思考方法や知識を持っている。基礎学力 計算・数学的思考

社会人として必要な常識を持っている。社会人常識

集団社会に必要な気持ちの良い受け答えやマナーの良い対応ができる。ビジネスマナー 基本的なマナー

社会人として必要なコンピューターの基本機能の操作や情報処理・活用ができる。情報技術関係の資格

社会人として必要な経理・会計，財務に関する知識を持ち活用ができる。資格取得 経理・財務関係の資格

社会人として必要な英語に関する知識を持ち活用ができる。語学関係の資格

平成１８年 社会人基礎力に関する研究会（経済産業省）「社会人基礎力」

組織や地域社会の中で多様な人々とともに仕事を行っていく上で必要な基礎的な能力
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平成２０年 中央教育審議会（文部科学省 「学士課程教育の構築に向けて」「学士力」 ）

～学士課程共通の「学習目標」に関する参考指針～各専攻分野を通じて培う「学士力」
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平成２３年 中央教育審議会（文部科学省 「今後の学校におけるキャリア教育「基礎的・汎用的能力」 ）

・職業教育の在り方について（答申 」）

社会的・職業的自立に必要な基礎的・汎用的能力

能 力 内 容

多様な他者の考えや立場を理解し，相手の意見を聴いて自分の考えを正確

人間関係形成 に伝えることができるとともに，自分の置かれている状況を受け止め，役

・社会形成能力 割を果たしつつ他者と協力・協働して社会に参画し，今後の社会を積極的

に形成することができる力。

自分が「できること 「意義を感じること 「したいこと」について，社会」 」

自己理解 との相互関係を保ちつつ，今後の自分自身の可能性を含めた肯定的な理解

・自己管理能力 に基づき主体的に行動すると同時に，自らの思考や感情を律し，かつ，今

後の成長のために進んで学ぼうとする力。

仕事をする上での様々な課題を発見・分析し，適切な計画を立ててその課
課題対応能力

題を処理し，解決することができる力。

「働くこと」の意義を理解し，自らが果たすべき様々な立場や役割との関

キャリアプランニング 連を踏まえて「働くこと」を位置付け，多様な生き方に関する様々な情報

能力 を適切に取捨選択・活用しながら，自ら主体的に判断してキャリアを形成

していく力。

※ 「基礎的・汎用的能力」のほか，社会的・商業的自立，社会・職業へ円滑な移行に必要な力とし

て「基礎的・基本的な知識・技能 「勤労観・職業観等の価値観 「意欲・態度 「論理的思考」， 」， 」，

力・創造力」及び「専門的な知識・技能」を挙げる。

平成２３年 審議経過報告「コミュニケーション能力」 コミュニケーション教育推進会議（文部科学省）

（ 子どもたちのコミュニケーション能力を育むために ～「話し合う・創る・表現する」ワークショップへの取組～）「

コミュニケーション能力の捉え方とその育成

○ コミュニケーション能力を，いろいろな価値観や背景をもつ人々による集団において，相互関係

を深め，共感しながら，人間関係やチームワークを形成し，正解のない課題や経験したことのない

問題について，対話をして情報を共有し，自ら深く考え，相互に考えを伝え，深め合いつつ，合意

形成・課題解決する能力と捉え，多文化共生時代の２１世紀においては，このコミュニケーション

能力を育むことが極めて重要である。

○ コミュニケーション能力を学校教育において育むためには，①自分とは異なる他者を認識し，理

解すること，②他者認識を通して自己の存在を見つめ，思考すること，③集団を形成し，他者との

協調，協働が図られる活動を行うこと，④対話やディスカッション，身体表現等を活動に取り入れ

つつ正解のない課題に取り組むこと，などの要素で構成された機会や活動の場を意図的，計画的に

設定する必要がある。


